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お知らせ
※組織人員／11,492名。
　　　　　　　　（9月1日現在）
　只今、組織拡大強化月間（9月
　～11月）真っ只中です。
　1人の組合員が１人の未加入者
　を組合加入させましょう。
※組合のNPO事務局では、各種作
　業主任者講習会を開催します。
　詳細は、6頁をご覧ください。

怪 悔回回回回回回回回回回回
　
全
建
愛
知
で
は
、
愛
知
県
と

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
住
宅
の
応

急
修
理
が
迅
速
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
被
災
住
宅
の
応
急
修
理

工
事
協
力
事
業
所
名
簿
を
、
毎

年
度
県
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
地
震
な
ど
の
災
害

対
策
の
た
め
、
被
災
住
宅
の
応

急
修
理
工
事
協
力
事
業
所
を
追

加
募
集
し
ま
す
。

　
登
録
す
る
と
、
経
営
事
項
審

査
に
お
い
て
十
五
点
加
算
さ
れ

る
た
め
、
公
共
工
事
を
請
け
負

う
業
者
に
は
た
い
へ
ん
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
業
所

に
は
、
今
後
作
成
予
定
の
「
全

建
愛
知
建
設
職
人
名
簿
」
に
掲

載
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
既
に
登
録
済
み
の
事
業
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
再
度
申
込
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
条
件

①
全
建
愛
知
の
組
合
員
で
あ
る

②
地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
時
、

　
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
協

　
力
で
き
る
事
業
所
で
あ
る

③
法
令
を
遵
守
す
る

■
名
簿
登
録
〆
切

　
十
一
月
三
十
日
（
月
）

■
登
録
す
る
と

①
県
内
各
市
町
村
に
応
急
修
理

　
事
業
所
名
簿
と
し
て
配
布

②
登
録
証
を
発
行

③
経
営
事
項
審
査
制
度
を
行
う

　
事
業
所
は
、
経
営
規
模
評
価

　
申
請
の
加
点
対
象
と
な
る
防

　
災
協
定
の
災
害
応
急
活
動
等

　
に
該
当
す
る
た
め
、
十
五
点
加
点

※
た
だ
し
、
証
明
書
が
必
要
と

　
な
る
た
め
、
組
合
に
申
請
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
合

　
住
宅
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。
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13,000人の組合目指し、団結ガンバロー

　
全
建
愛
知
の
組
織
力
の
も
と

闘
っ
た
第
四
十
五
回
衆
議
院
議

員
選
挙
は
、
八
月
三
十
日
（
日
）

投
開
票
が
行
わ
れ
、
全
建
愛
知

推
薦
候
補
者
は
選
挙
区
で
全
員

（
十
五
名
）
が
当
選
い
た
し
ま

し
た
。

　
短
期
間
の
中
、
精
一
杯
の
取

り
組
み
を
賜
り
ま
し
た
、
組
合

員
は
じ
め
皆
様
方
に
は
、
多
大

な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
建
愛
知
で
推
薦
し
、
当
選

を
果
た
し
た
候
補
者
の
方
は
、

次
の
方
々
で
す
。

愛
知
県
小
選
挙
区
／
民
主
党

◎
一
区
　
佐
藤
　
夕
子

◎
二
区
　
古
川
　
元
久

◎
三
区
　
近
藤
　
昭
一

◎
四
区
　
牧
　
　
義
夫

◎
五
区
　
赤
松
　
広
隆

◎
六
区
　
石
田
　
芳
弘

◎
七
区
　
山
尾
志
桜
里

◎
八
区
　
伴
野
　
　
豊

◎
九
区
　
岡
本
　
充
功

◎
十
区
　
杉
本
　
和
巳

◎
十
一
区

　
古
本
伸
一
郎

◎
十
二
区

　
中
根
　
康
浩

◎
十
三
区

　
大
西
　
健
介

◎
十
四
区

　
鈴
木
　
克
昌

◎
十
五
区

　
森
本
　
和
義

　
建
築
業
の
第
一
線
で
働
く
、

私
た
ち
の
諸
要
求
を
議
会
に
反

映
し
、
必
ず
実
現
さ
せ
て
い
く

た
め
に
も
、
今
後
も
引
き
続
き

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
皆
様
方

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
八
月
三
十
日
（
日
）
全
建
愛

知
会
館
に
て
、
組
合
員
・
書
記

局
員
を
あ
わ
せ
総
勢
七
十
二
名

の
参
加
の
も
と
、
全
建
愛
知
／

組
織
拡
大
出
陣
式
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
　

　
最
初
の
山
田
執
行
委
員
長
挨

拶
で
は
、「
既
存
不
適
格
物
件
に

関
す
る
法
律
が
緩
和
さ
れ
た
こ

と
、
本
来
削
ら
れ
る
は
ず
の
国

保
組
合
へ
の
特
別
助
成
の
概
算

要
求
額
が
前
年
度
を
上
回
っ

た
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
今
回
の
選
挙
で
民
主
党

が
政
権
を
取
っ
た
と
し
て
も
、

我
々
の
力
を
結
集
し
た
行
動
は

必
要
と
な
る
の
で
、
今
後
と
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
近
藤
組
織
部
長
か
ら

こ
の
不
況
の
中
、
組
織
人
員
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

対
す
る
お
礼
と
、
愛
知
県
は
組

織
率
が
約
十
％
と
低
く
、
ま
だ

ま
だ
組
織
人
員
を
増
や
す
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
　
そ
し
て
、
拡
大
行

動
を
列
車
に
例
え
て
、「
機
関
車

の
よ
う
に
先
頭
の
列
車
に
引
っ

張
ら
れ
て
付
い
て
い
く
の
で
は

な
く
、
新
幹
線
の
よ
う
に
各
自

が
モ
ー
タ
ー
を
持
っ
て
動
く
意

識
を
持
ち
、
拡
大
グ
ッ
ズ
を
有

効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
秋
の

組
織
拡
大
行
動
を
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
の
激
励
が
あ
り
ま

し
た
。

　
次
に
、
全
建
総
連
／
淺
賀
共

済
福
祉
部
長
に
よ
る
拡
大
名
人

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
「
共
済
」
と

「
組
合
」
の
密
接
な
関
わ
り
に

つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
　
午
後
か
ら
は
、
新
設
さ
れ
た

津
島
支
部
、
海
部
支
部
の
二
支

部
か
ら
の
活
動
報
告
や
、
元
執

行
委
員
長
で
あ
る
シ
ニ
ア
倶
楽

部
小
林
会
長
か
ら
、
か
つ
て
実

施
し
た
拡
大
行
動
や
組
合
活
動

の
こ
ぼ
れ
話
な
ど
、
充
実
し
た

講
演
・
報
告
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
恒
例
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
ら
れ
終
了

し
ま
し
た
。

　
折
し
も
出
陣
式
の
開
催
日
は

衆
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
で

あ
り
、
日
本
の
歴
史
の
大
き
な

転
換
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
に
お
い
て
も
人
員

増
勢
へ
の
転
換
日
と
な
る
よ
う

に
組
織
拡
大
行
動
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。

七
十
二
名
が
結
集
し
た
組
織
拡
大
出
陣
式

第45回衆議院議員選挙

ありがとうございました
組合員皆様のご支援、

　
組
織
拡
大
強
化
月
間
（
九
月

～
十
一
月
）
に
伴
い
、
各
支
部

の
役
員
を
対
象
に
健
康
保
険
・

労
災
保
険
・
共
済
制
度
等
を
学

習
し
て
い
た
だ
き
、
各
自
組
織

拡
大
行
動
に
活
か
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
活
動
家
育
成

学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
二
コ
ー
ス
に
分
か

れ
二
日
間
行
い
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
初
級
コ
ー
ス
と
し

て
、
三
十
六
名
の
参
加
の
も
と
、

九
月
十
日
（
木
）
全
建
愛
知
会

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
全
建
愛
知
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
正
確
に
把

握
し
て
い
た
だ
き
、
未
加
入
者

の
方
へ
説
明
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
学
習
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
三
十
二
名
の
方
が

参
加
し
、
中
級
コ
ー
ス
と
し
て

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
内
容

で
、
全
建
愛
知
の
組
織
構
成
の

説
明
や
保
険
料
計
算
の
実
践
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
る
書
記
局
員

か
ら
、
資
料
を
も
と
に
力
の

入
っ
た
学
習
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
役
員
は
「
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
保
険
料
の
計
算
方
法
が

分
か
る
よ
う
に
な
り
、
早
速
、

教
わ
っ
た
こ
と
を
実
践
で
き

活動家育成学習会の様子

る
よ
う
、
未
加
入
者
の
方
に
積

極
的
に
声
掛
け
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
組
合
で
は
、
引
き
続
き
組
織

拡
大
行
動
の
た
め
、
活
動
家
の

育
成
強
化
に
務
め
て
い
き
ま
す
。
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習
成
果
を
拡
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活
か
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活
動
家
育
成
学
習
会
開
催

組 織 部

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
工
事

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
工
事
協協
力
事
業
所

力
事
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点
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加
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ま

経
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拡
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全
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拡
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②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。

③
愛
知
県
内
各
所
で
集
団
健
康

診
断
会
場
を
設
け
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
か
ら
近
い
場
所
で
受

診
で
き
ま
す
。ま
た
、
所
属
支

部
に
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
の
健
診

会
場
で
も
受
診
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

な
り
集
団
健
康
診
断
へ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
の
実
費
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

集
団
健
康
診
断
の

　
集
団
健
康
診
断
の
　
　

受
診
資

　
　
　
　
受
診
資
格格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の

場
合
は
、
実
費
負
担
（
九
千
二

百
五
十
円
）
で
受
診
い
た
だ
け

ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

　
員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
者
（
市
町
村
・
社
会
保
険

　
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

組
合
の
集
団
健
康
診

組
合
の
集
団
健
康
診
断断
 

　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

①
実
費
負
担
な
し
で
、
労
働
安

　
全
衛
生
法
の
基
準
も
満
た
し

　
て
い
る
内
容
で
受
診
で
き
ま

　
す
。

　
今
年
度
の
中
建
国
保
健
康
診

査
補
助
事
業
は
、
組
合
で
実
施

す
る
「
集
団
健
康
診
断
」
及
び

契
約
す
る
健
診
機
関
で
の
「
健

康
診
断
」
を
主
体
と
し
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
機
関
紙
キ
ャ
ロ
ッ
ト

や
組
合
Ｈ
Ｐ
で
日
程
・
会
場
等

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
生
活
習

慣
病
予
防
の
観
点
か
ら
、
保
険

者
（
中
建
国
保
）
に
特
定
の
健

康
診
断
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ

く
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
四
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
達
成
率
に
よ
っ
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
支
援
金
へ

の
影
響
、ひ
い
て
は
保
険
料
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ぜ
ひ
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
積
極
的
に
健
康
診
断

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
組
合
の
集
団
健
康
診
断
で

は
、
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
今
年
度
は
大
腸
が

ん
検
診
（
二
日
法
）
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
労
働
安
全

衛
生
法
に
よ
る
必
須
項
目
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
現
場
入
場
や
親
会
社
等
へ
健

診
結
果
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
中
建
国

保
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
に

（
予
約
不
要

（
予
約
不
要
））

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断

　
組
合
の
契
約
健
診
機
関
で
あ

れ
ば
、
通
年
で
集
団
健
康
診
断

と
同
様
の
健
診
項
目
を
実
費
負

■
問
診

　
自
覚
症
状
・
既
往
歴
・
生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・

　
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査

　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・

　
視
力
・
聴
力
・
心
電
図
・
血
液

　
検
査
（
R
B
C
・
H
b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

※
今
年
度
は
、
愛
知
県
栄
養
士

　
会
に
よ
る
「
健
康
づ
く
り
教

　
室
」
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
交
通
費
の
補

　
助
（
五
百
円
）
の
支
給
が
な

　
く
な
り
ま
す
。

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

担
な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、

　
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

　
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

②
受
診
日
当

　
日
、
必
ず
窓

　
口
へ
「
健
康

　
保
険
証
」
を

　
提
示
し
て
受

　
診
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
、

　
受
診
券
の
送

　
付
は
い
た
し

　
ま
せ
ん
。

契
約
健
診
機
関
以

契
約
健
診
機
関
以
外外

　
で
受
診
す
る
場

で
受
診
す
る
場
合合

　
契
約
健
診
機

関
以
外
で
、
受

診
を
希
望
す
る

場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条

件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）

を
満
た
し
て
い

な
い
と
補
助
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
　

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　
平
成
二
十
一
年
度
は
、
節
目

健
診
（
四
十
歳
以
上
七
十
歳
ま

で
五
歳
刻
み
）
が
廃
止
さ
れ
、

新
し
い
人
間
ド
ッ
ク
補
助
が
で

き
ま
し
た
。

１
．
人
間
ド
ッ
ク
補

１
．
人
間
ド
ッ
ク
補
助助

【
補
助
対
象
者

【
補
助
対
象
者
】】

　
四
十
歳
以
上
の
組
合
員
と
扶

　
養
家
族
（
適
用
除
外
事
業
所

　
の
従
業
員
以
外
の
者
）

【
補
助
金
額

【
補
助
金
額
】】

　
三
万
円
以
上
の
健
診
（
人
間

ド
ッ
ク
等
）
を
受
診
（
※
基
本

健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
が

ん
検
診
を
含
ん
だ
健
診
）
さ
れ

れ
ば
、
一
万
五
千
円
を
補
助
し

ま
す
。

【
注
意
事
項

【
注
意
事
項
】】

　
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
組
合
の
集
団
健

　
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る
と
人

　
間
ド
ッ
ク
補
助
を
受
け
ら
れ

　
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る

　
場
合
は
、
組
合
の
集
団
健
康

　
診
断
を
受
診
す
る
前
に
必
ず

　
組
合
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

２２
．．適
用
除
外
事
業
所
の
従
業
員
に
つ
い

適
用
除
外
事
業
所
の
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
九
千
二
百
五
十
円
を
支
払

い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業
事
業

　
所所

【
注
意
事
項
】

　
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ
き
、

当
日
、
健
診
終
了
ま
で
水
以
外

の
摂
取
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

　
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・

清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・
飴
な
ど

も
検
査
数
値
に
影
響
を
与
え
ま

す
。

契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契
約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

契
約
健
診
機
関
ででででででででででででででででででででででででででででででで
ああああああああああああああああああああああああああああああ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
あ
れ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断
とととととととととととととととととととととととととととととと
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

ば
、
集
団
健
康
診
断
と
同
様
ののののののののののののののののののののののののののののののの

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
をををををををををををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負
担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
なななななななななななななななななななななななななななななな
しししししししししししししししししししししししししししししし
でででででででででででででででででででででででででででででで

健
診
項
目
を
実
費
負
担
な
し
で
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
でででででででででででででででででででででででででででででで
きききききききききききききききききききききききききききききき

診
で
き
まままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
ま
す

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号住所契約健診機関 名称

月～金曜日8:30～17:30

　  土曜日8:30～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック
月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　  土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
   土曜日9:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

※半田市医師会健康管理センターでは、10月4日（日）の午前10時30分～午前11時30分
　で健診が受けられます。希望される方は、健診機関に直接ご連絡のうえ、受診してください。

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及
びび

集
団
健
康
診
断
開

集
団
健
康
診
断
開
催催

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せせ
んん

7月より実施集団健康診断日程表

※集団健康診断を受診される方は、必ず会場へ「健康保険証」をご持参ください。

　また、事前予約の必要はございません。なお、受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑

　する場合があります。所属支部に係わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。
※今月号以降のキャロットをご確認の上、ご利用ください。

会場所在地会場名受付時間曜日月

名古屋市千種区オリエンタル労働衛生協会
9:30～11:30日4

10

一宮市一宮市木曽川体育館

小牧市小牧北里市民センター9:30～11:30日11

名古屋市中村区笈瀬中学校
9:30～11:30日18

一宮市尾西市民会館

春日井市グリーンパレス春日井
9:30～11:30日25

名古屋市緑区緑区役所

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日1

11

名古屋市天白区天白区役所9:30～11:30日8

名古屋市港区全建愛知会館9:30～11:30日15

北名古屋市北名古屋市健康ドーム9:30～11:30日22

尾張旭市スカイワードあさひ
9:30～11:30日29

海部郡美和町美和町文化会館

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日6
12

豊橋市アイプラザ豊橋9:30～11:30日13



餌

影

営

映
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嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

う
に
進
ん
で
い
く
の
か
、
不
確

定
な
要
素
が
あ
り
ま
す
が
、
満

額
確
保
に
向
け
、
年
末
の
予
算

案
確
定
ま
で
全
力
で
闘
い
ま
し

ょ
う
。

概
算
要
求
満
額
確

概
算
要
求
満
額
確
保保

　
平
成
二
十
二
年
度
国
保
組
合

に
対
す
る
特
別
助
成
概
算
要
求

額
は
、
右
表
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
概
算
要
求
を
足
掛
か
り

に
、
年
末
の
予
算
編
成
に
向
け

て
、
満
額
確
保
を
目
指
し
全
力

を
挙
げ
て
運
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
概
算
要
求
基
準
で
は
、
社
会

保
障
関
係
費
の
自
然
増
を
毎
年

二
千
二
百
億
円
削
減
す
る
方
針

か
ら
、
社
会
保
障
費
の
自
然
増

分
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
補
助
金
な
ど
の
裁
量
的

経
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
三
％
の
減
額
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中

で
も
、
六
千
万
円
の
増
額
要
求

と
な
っ
た
こ
と
は
、
夏
の
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
を
は
じ
め
、
地
元

選
出
国
会
議
員
要
請
行
動
な

ど
、
私
た
ち
の
運
動
の
大
き
な

成
果
で
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
奮
闘

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

特
定
健

特
定
健
診診
・・

保
健
指
導

減

保
健
指
導
 減
額額

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

補
助
金
は
増
額
要
求
と
は
な
っ

て
い
な
い
も
の
の
、
厚
生
労
働

省
は
各
保
険
者
の
十
年
度
分
実

施
計
画
に
基
づ
い
て
算
出
し
た

も
の
で
、
補
助
金
の
交
付
に
影

響
は
な
い
と
説
明
し
て
い
ま

す
。
　
十
年
度
予
算
編
成
が
ど
の
よ

ご
奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま

ご
奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま
すす

　
厚
生
労
働
省
が
財
務
省
へ
提

出
す
る
、
二
〇
一
〇
年
度
の
予

算
の
概
算
要
求
が
、
八
月
末
に

締
め
切
ら
れ
、
国
保
組
合
に
対

す
る
特
別
助
成
等
の
概
算
要
求

ハ
ガ
キ
要
請
行

ハ
ガ
キ
要
請
行
動動

　
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
、
仲
間

の
暮
ら
し
と
健
康
を
守
る
と
と

も
に
、
建
設
国
保
へ
の
国
庫
補

助
金
の
確
保
を
す
る
た
め
、
と

て
も
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

　
概
算
要
求
額
満
額
確
保
を
目

標
に
、
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
励
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

厚
生
労
働
省
概
算
要
求
額
決

厚
生
労
働
省
概
算
要
求
額
決
定定

特
別
助
成
二
百
八
十
二
・
一
億

特
別
助
成
二
百
八
十
二
・
一
億
円円

国保組合
特別助成金等

平成22年度国保組合特別助成概算要求額

-

①特別調整補助金（特調）
229.5億円（前年度比+0円）

②特別対策費補助金（特対費）
26.1億円（前年度比+0円）-

③高額医療費共同事業
26.5億円（前年度比+0.6億円）

特別助成合計　①+②+③

282.1億円（前年度比+0.6億円）

　今月は、水虫についてです。
　水虫は、主に手足に強い痒みを伴う発疹や水疱
をもつ皮膚病変で発症します。

　これ以外にも白癬菌の感染症は頭部に発症した場合は「しら
くも」と言ったり、体幹部に発症した場合は「たむし」と言っ
たりしています。
　確定診断は皮膚科で患部の皮膚を採取し、顕微鏡で観察する
ことで得られます。カビの一種の感染症ですので、高温多湿な
梅雨時にはその病勢は増します。また、コントロールの悪い糖
尿病や一部の免疫疾患等で免疫抑制剤を内服している場合は、
病状が悪化することもあります。皮膚病の一種ではありますが、
根気強く治療に臨みたいものです。
　感染経路としては水虫の人の角質が残るもの、お風呂の足ふ
きマットとかスリッパ、もちろん他人の革靴に素足で触れると
言うのも危険です。
　ただし、白癬菌が健康な皮膚に触れてから感染が成立するに
は１日以上必要であり、怪我をしている皮膚の場合でも２時間
程度は必要と言われています。それまでに、きれいに洗浄すれ
ば感染は成立しません。従って、入浴による清潔保持が予防に
効果を持つわけです。
　さて、治療方法です。清潔と乾燥を第一とし、塗り薬を中心
とした治療を続ければ、大概完治をすることは可能です。
　治療薬についても医師から処方された薬は勿論のこと、薬局
等で手に入る薬でも今は十分な効果が望めます。
　一方、革靴を履いて足が蒸れるとか、風呂において十分な洗
浄を行わないとかでは完治が難しくなります。塗り薬で一旦症

民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート
第9区／愛西市、一宮市（旧尾西市）、稲沢市、津島市、弥富市、海部郡

岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡 本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本 みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの 医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医岡本みつのりの医 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 ココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーコーナー
水虫について

岡本みつのり

状がなくなっても、白癬菌は皮膚に
忍んでいますので３カ月くらいは塗
り薬の治療を継続したいものです。
また、水虫の中でも爪に発症した場
合、爪白癬と呼ばれ、通常の水虫よ
り塗り薬の効果が得られにくいため
内服による治療も必要になります。
　なお、いくら痒くても皮膚を掻き
毟ることは禁物です。破断された皮
膚からさらに白癬菌が広がるきっか
けになり、病状がひどくなります。
痒くても塗り薬を塗布することで対
応していただきたいと思います。　
　　　　　　　【岡本みつのり　記】
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医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
両

方
を
利
用
す
る
世
帯
の
自
己
負

担
額
が
、
い
ち
じ
る
し
く
高
額

に
な
る
場
合
に
そ
の
負
担
を
軽

く
す
る
仕
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
健
康
保
険
と
介
護
保
険
の
自

己
負
担
額
を
合
算
し
、
設
定
さ

れ
た
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
額
が
高
額
介
護
合
算
療
養
費

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
二
十
年
度
に
限

り
、
算
定
基
準
額
の
特
例
が
あ

り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
特
例
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
年
度
は
特
例
と
し

て
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
平

成
二
十
一
年
七
月
の
十
六
ヶ
月

間
の
健
康
保
険
・
介
護
保
険
の

自
己
負
担
額
が
、
下
記

算
定
基
準
額
を
超
え
て

い
る
か
ど
う
か
で
判
断

し
ま
す
。
介
護
保
険
の

自
己
負
担
額
は
最
寄
り

の
市
区
町
村
窓
口
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
　
介
護
保
険
に
つ

　
い
て
は
、
最
寄
り
の

　
市
区
町
村
窓
口
へ
。

　
健
康
保
険
に
つ
い
て

　
は
、
健
康
保
険
課
／

　
中
村
ま
で
お
尋
ね
く

　
だ
さ
い
。

支
給
額
を
四
万
円
引
き
上
げ

　
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て

は
、
現
在
原
則
三
十
八
万
円
を

支
給
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二

十
一
年
十
月
か
ら
は
額
を
四
万

円
引
き
上

げ
、
原
則

四
十
二
万

円
と
な
り

ま
す
。

事
前
の
出
産
費
の
用
意
は
不
要

　
現
在
は
、
原
則
と
し
て
出
産

に
か
か
る
費
用
を
病
院
な
ど
に

お
支
払
い
い
た
だ
い
た
後
、
中

建
国
保
へ
申
請
し
て
い
た
だ

き
、
出
産
育
児
一
時
金
を
組
合

員
へ
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
お
手
元
に
現
金
が

な
く
て
も
安
心
し
て
出
産
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
平
成
二

十
一
年
十
月
か
ら
は
、
出
産
費

用
に
出
産
育
児
一
時
金
を
直
接

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

原
則
と
し
て
、
中
建
国
保
か
ら

直
接
病
院
な
ど
に
出
産
育
児
一

時
金
を
支
払
う
仕
組
み
に
改
め

ま
す
。

問
合
　
健
康
保
険
課
／
中
西
・

　
中
村
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
額
介
護
合
算
医
療
費

高
額
介
護
合
算
医
療
費
のの

支
給
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
とと

支
給
方
法
が
変
わ
り
ま

支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
すす

ハ
ガ
キ
の
書
き
方
見
本

【厚生労働省】【 財 務 省 】①
家
族
の
皆
さ
ん
は
、「
私
の
夫
」「
私
の
お
父
さ
ん
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、

　
組
合
員
本
人
が
組
合
の
健
康
保
険
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
よ
う
に

　
書
い
て
く
だ
さ
い
。
続
柄
は
、「
親
子
」「
夫
婦
」「
兄
弟
（
姉
妹
）
」「
祖

　
父
母
」
「
孫
」
の
関
係
で
お
願
い
し
ま
す
。

姥
厩

嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘

姥 厩嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘

②
必
ず
、
組
合
員
本
人
の
建
設
業
の
職
種
を
「
大
工
」
「
左
官
」
「
建
築
板

　
金
工
」
「
建
築
塗
装
工
」
「
建
築
設
計
」
な
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
書
い

　
て
く
だ
さ
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
家
族
の
方
の
職
種
を
書
か
な
い
よ
う
に
し

　
て
く
だ
さ
い
。

③
ハ
ガ
キ
を
記
入
さ
れ
た
方
の
「
住
所
と
氏
名
」
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
手
書
き
で
お
願
い
し
ま
す
。
コ
ピ
ー
・
印
刷
・
ワ
ー
プ
ロ
作
成
は
 

　
全
て
不
可
と
な
り
ま
す
。
組
合
で
一
斉
投
函
す
る
た
め
、
こ
の
ハ
ガ
キ

　
は
必
ず
所
属
す
る
支
部
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平成21年10月1日～

平成23年3月31日
現在

42万円38万円

医療機関の窓口で「健康保険証」

を提示し、直接支払制度の手続き

をすれば、42万円までは自己負

担なし。         　   　　　　　

Ａ全額自己負担し、出産後、　

　組合へ申請することで後日  

支給を受ける。　　　　　

Ｂ出産前に組合へ申請するこ   

   とで、組合から医療機関へ  

   支払い、差額を自己負担     

（受取代理制度）。           

健康保険＋介護保険70～74歳の方の世帯

89万円現役並み所得者

75万円一般

41万円低所得者Ⅱ

25万円低所得者Ⅰ

＜高額介護合算医療費の算定基準額＞

健康保険＋介護保険70歳未満の方を含む世帯

168万円上位所得者

89万円一般

45万円
低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

（平成20年4月～平成21年7月にかかった額）



港消防署・井出さんの講習の様子

　
地
震
等
自
然
災
害
の
事
例
と

防
災
お
よ
び
全
労
済
の
自
然
災

害
共
済
に
つ
い
て
の
講
習
会

が
、
九
月
五
日
（
土
）
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
八
月
十
一
日
の
駿
河
湾
の
地

震
の
影
響
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、

多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
山
﨑
共
済
福
祉
部
長
の
挨
拶

の
後
、
港
消
防
署
の
井
出
氏
の

講
演
が
始
ま
り
、
駿
河
湾
の
地

震
や
阪
神
大
震
災
等
の
ス
ラ
イ

ド
を
見
な
が
ら
説
明
が
あ
り
、

駿
河
湾
地
震
で
は
、
落
下
し
て

き
た
大
量
の
本
に
よ
る
圧
死
が

一
名
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ガ
人
は

軽
傷
で
し
た
。

　
家
具
類
の
転
倒
防
止
が
大
事

で
あ
り
、
組
合
員
の
皆
様
も
家

庭
に
お
い
て
対
策
を
見
直
し
、

家
族
で
話
し
合
う
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
よ
り
質
問
が
あ
り
、

「
ガ
ス
器
具
の
使
用
中
の
地
震

が
発
生
し
た
場
合
は
、
火
を
消

す
こ
と
よ
り
自
分
の
身
を
守
る

こ
と
が
一
番
」
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
パ
ン
な
ど
、
震
度
五
以

上
は
自
動
的
に
止
ま
る
様
に
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
全
労
済

の
加
納
さ
ん
よ
り
自
然
災
害
共

済
の
話
が
あ
り
、
火
災
共
済
を

ベ
ー
ス
に
し
た
自
然
災
害
共
済

セ
ッ
ト
の
加
入
を
我
が
家
で
も

検
討
し
て
災
害
時
の
負
担
を
少

な
く
し
た
い
と
思
い
検
討
中
で
す
。

地
震
等
災
害
講
習
会
開
催

万
が
一
の
時
の
備
え
と
し
て

共済福祉部

　
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
ら

な
い
自
然
災
害
の
講
習
は
、
こ

れ
か
ら
も
ぜ
ひ
行
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
【
木
村
勝
彦
　
記
】

　
シ
ニ
ア
倶
楽
部
主
催
の
日
帰

り
研
修
旅
行
「
浜
松
・
焼
津
千

手
観
音
参
拝
ツ
ア
ー
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
き
、
仲
間
同
士
の
親
睦
を
深

め
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
十
月
二
十
九
日
（
木
）

　
・
集
合
　
午
前
七
時
五
十
分
、

　
　

金
山
総
合
駅
北
側
（
ダ
イ
エ
ー
付
近
）

　
・
午
後
七
時
帰
着
予
定

■
行
先
　
航
空
自
衛
隊
浜
松
広

　
報
館
・
焼
津
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
（
昼
食
・
温
泉
入
浴
）
・
焼
津
千

　
手
観
音
・
焼
津
さ
か
な
セ
ン
タ
ー

■
会
費
　
三
千
円

■
参
加
資
格

　
七
十
五
歳
以
上
の
組

　
合
員
と
そ
の
配
偶
者
の
み

■
募
集
　
四
十
名

■
〆
切
　
十
月
十
六
日

■
申
込
・
問
合
　
久
田
・
池
崎

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

昨年の研修旅行（伊勢神宮にて）
怪

悔
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

　これまでに自動車盗難の被害に遭われたことはありません
か。
　建設業界で働く皆さんにとって、大切な道具や材料が積ま
れた車やトラックが盗まれてしまっては仕事ができず、大き
な影響が出てしまいます。
　このような被害に遭わないように、青年部では対策講習会
を開催します。
　当日は、港警察署より講師をお招きし被害に遭わないため
の対策を学びます。
　併せて、家屋侵入の被害に遭わないようにするための対策
も学びます。
　この機会にぜひ、参加してみませんか。

防犯講習会開防犯講習会開催催

■日　時　　11月１日（日）／午前10時～正午
■会　場　　全建愛知会館
■定　員　　60名
■参加資格　　組合員とその家族
■参加費　　無料
■備　考　　当日は、昼食を準備いたします。
■申込・問合　　青年部担当の中西・鈴木までご連絡ください。

青年部主催

もしもの時のためにもしもの時のために……

参加者大募集中

  以前開催された、　　　　　　　　

　　ビジネストーク講習会の様子
先回行われた、　　　　　　

　　　  防犯対策講習会の模様

日
帰
り
研
修
旅
行
開

日
帰
り
研
修
旅
行
開
催催

浜
松
・
焼
津
千
手
観
音
参
拝
ツ
ア

浜
松
・
焼
津
千
手
観
音
参
拝
ツ
ア
ーー

シニア倶楽部



　8月9日（日）、支部青年部企
画の静岡バスツアーへ参加者
33名で行ってきました。
　高速道路が1,000円になっ
たこともあり大渋滞で1時間遅
れての到着でした。
　清水港にあるエスパルスド
リームプラザに到着後、すし横
町にて駿河湾で獲れた魚介類
を中心とした寿司バイキング
を堪能して同プラザ内を散策。
　5分ほどバスで移動し、「東海大学海洋科学博物館・自然史博物館」
を見学。お寿司をお腹いっぱい食べた後なので、泳いでいる魚を｢美味
しそう！｣と思った方はいないでしょうが、とても勉強になる施設でし
た。大パノラマ海洋水槽・津波実験水槽・さわれる化石など見所いっ
ぱいの見学でしたが、午前中の遅れと帰りの渋滞を考え参加者の皆様
にご協力いただき少し早めに切り上
げ、焼津お魚センターに立ち寄りお買
い物をして帰路につきました。
　7時間以上もバスに揺られながらの
旅でしたが、全行程無事に終えること
ができ、曇り空にもかかわらず行きも
帰りも僅かながら雪のない夏の富士
山が顔を出してくれました。　　　　
　　　　　　　　【佐々木隆司　記】
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緑支部青年部／静岡県バスツアー ８月9日

お
土
産
何
に
し
よ
う
か
な

海
洋
科
学
博
物
館
に
て

美味しいお寿司でお腹いっぱい

　7月26日（日）、星が丘ボウ
リング場で行われた名東支部
ボウリング大会は、夏休み中と
あって参加人員は総勢46名で
行われました。
　加藤支部長の始球式によっ
て全員スタート。
　フォームも様になって元気
いっぱいに投げる子供たちを
見ると暑さも吹き飛び、日頃の
疲れもどこにやら。　
　2ゲーム終えて、会場を変え、勉強会を開きました「組合共済、中
建国保、労働保険について」。
　その後、参加者全員のくじ引きを楽
しみ、景品を見て喜ぶ場面も。
　いよいよ食事タイム。
　思う存分飲んだり食べたりして、皆
さん満足されたと思います。
　お孫さんからも幅広く楽しめる行
事とあって、毎年沢山の方の参加をい
ただき役員一同感謝しております。
　　　　　　　　【髙栁春雄通信員】

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

 元気いっぱい投げる子供たち
名東支部青年部／ボウリング大会 7月26日

そ
れ
ー

抽
選
会
の
様
子

　
七
月
二
十
六
日
（
日
）
、
旭

瀬
戸
支
部
は
九
十
名
の
組
合

員
と
そ
の
家
族
で
長
野
県
の

「
上
高
地
」
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
　
夏
休
み
最
初
の
日
曜
日
は

梅
雨
明
け
一
番
の
晴
天
！
…

の
予
定
が
、う
ん
ざ
り
す
る

よ
う
な
長
梅
雨
で
朝
か
ら
怪

し
い
空
模
様
。

　
空
は
、
山
に
近
づ
く
に
つ

れ
て
雲
が
厚
く
な
り
今
に
も

泣
出
し
そ
う
。

　
大
正
池
の
畔
で
わ
ず
か
な

晴
れ
間
に
お
昼
の
特
製
の
豪

華
弁
当
を
食
べ
、
河
童
橋
に

向
か
っ
て
、
さ
ぁ
出
発
と
い

う
と
こ
ろ
で
ま
た
も
雨
。

　
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
、
時

に
は
土
砂
降
り
の
中
を
梓
川

沿
い
に
散
策
し
な
が
ら
河
童

橋
に
到
着
。

　
と
こ
ろ
が
帰
り
は
バ
ス
の

車
両
ト
ラ
ブ
ル
で
三
台
が
二

台
に
な
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
。

　
幾
つ
か
の
不
運
に
合
い
な

が
ら
も
雨
の
合
間
に
見
え
た

焼
岳
や
、
勇
壮
な
穂
高
連
峰

を
臨
み
、
僅
か
で
も
標
高
千

五
百
メ
ー
ト
ル
の
自
然
を
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
天
気
が
良
い
時
に
、
ま
た

来
た
い
ね
と
話
し
合
い
な
が

ら
帰
宅
の
途
に
付
き
ま
し

た
。
　
【
伊
里
彰
人
通
信
員
】
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神
秘
的
な
大
正
池

旭
瀬
戸
支
部
／
上
高
地
の
旅

大
自
然
の
心
に
ふ
れ
る
旅
 上
高
地

７月26日

は
い
 チ
ー
ズ

　8月30日（日）、守山支部は長
久手温泉ござらっせにて、午後4
時より、支部役員12名にて勉強
会を行いました。
　当日は、衆議院議員総選挙の投
票日と重なり、支持政党、支持者
の動向が気になる中始まりまし
た。
　まず、横山支部長の開会の挨拶
の後、早速「特定健康診断につい
て」の勉強からスタートしました。

　特定健診の目的は、「病気の早期発見
による医療費を抑えること」と、「受診
率が40％未満になると保険料が値上げ
されること」が報告されると、未受診者
に受診を勧めよう等と意見が出されま
した。また、適当な酒量や適度な運動量
は、どれくらいなのか等の質問が出て、
健康への関心の高さがうかがえました。
　午後7時盛況のもとに閉会しました。
　　　　　　　　　　【北原康博通信員】
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守山支部／勉強会 8月30日

健康は１番の財産

熱心な勉強会の様子

講師を務める横山支部長（右から4番目）

　
八
月
二
十
三
日
（
日
）
中

村
支
部
壮
年
部
二
十
五
名

で
、
千
三
百
年
の
歴
史
あ
る

夏
の
風
物
詩
「
長
良
川
鵜
飼
」

を
見
物
に
行
き
ま
し
た
。

　
船
上
で
待
つ
事
三
十
分
、

雅
楽
の
調
べ
有
、
舞
有
、
そ

し
て
鵜
飼
の
始
ま
り
を
知
ら

せ
る
花
火
が
あ
が
り
、
い
よ

い
よ
で
す
。
　
　

　
厳
し
い
訓
練
を
受
け
た
鵜

た
ち
は
上
手
く
鮎
を
捕
ま
え

る
事
が
出
来
る
か
、
又
鵜
匠

の
手
縄
さ
ば
き
は
？
と
期
待

し
な
が
ら
、
六
隻
の
鵜
舟
の

行
方
を
目
で
追
い
、
ア
ッ
と

い
う
間
の
九
十
分
。

　
鵜
匠
と
鵜
の
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
も
勿
論
で
す
が
、
舟

を
操
る
と
も
乗
り
、
な
か
乗

り
の
二
人
と
の
息
も
合
っ
て

こ
そ
の
鵜
飼
だ
と
感
じ
入
り

ま
し
た
。

　
五
月
か
ら
始
っ
て
早
や
三

ヵ
月
、
連
日
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
鵜
た
ち
も
お
疲
れ
だ

っ
た
の
か
、
こ
の
日
の
戦
果

は
あ
ま
り
よ
く
な
い
様
に
見

え
ま
し
た
。

　
宇
宙

旅
行
の

で
き
る

今
、
鵜

飼
は
「
岐

阜
県
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
」
と
か
「
お
も
ろ
う
て
、

や
が
て
悲
し
き
鵜
舟
か
な
」

芭
蕉
は
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
！

か
が
み
は
ら
航
空
宇
宙
博
物

館
、
長
良
川
鵜
飼
と
二
つ
の

感
動
を
も
ら
い
、
夜
十
時
過

ぎ
、
名
古
屋
へ
も
ど
り
ま
し

た
。
　
　
　
【
柴
田
幹
　
記
】
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鵜
匠
の
華
麗
な
手
縄
さ
ば
き

さ
ぁ
、
舟
に
乗
り
込
む
ぞ
！

中
村
支
部
壮
年
部
／
長
良
川
鵜
飼
観
賞
の
旅

鵜
匠
と
鵜
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

8月23日

　　
八
月
九
日
（
日
）
新
城
市

「
し
た
ら
の
里
」
へ
、
総
勢

百
三
十
名
ほ
ど
の
仲
間
や

家
族
た
ち
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
青
年
部
が
主
催
す
る
、

こ
の
夏
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
「
し
た
ら
の
里
ア
ユ
つ

か
み
体
験
」
は
、
家
族
ぐ

る
み
仲
間
同
士
の
親

睦
を
深
め
よ
う
と
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
今
回

で
二
回
目
で
す
が
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
子
供
た
ち
が
楽
し

め
る
よ
う
い
ろ
い
ろ

な
工
夫
が
な
さ
れ
、

五
平
餅
作
り
体
験
や

子
供
全
員
で
の
ス
イ

カ
割
り
、
特
に
ア
ユ

つ
か
み
で
は
一
人
と
し

て
ア
ユ
が
つ
か
め
な
か

っ
た
子
が
い
な
い
ほ
ど

た
く
さ
ん
つ
か
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
は
大
浴
場
の
岩

風
呂
で
体
を
温
め
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　
大
人
た
ち
は
、
子
供

た
ち
が
捕
ま
え
た
ア
ユ
を

塩
焼
き
に
し
て
お
い
し
い

ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
に
な
り

ま
し
た
。

　
役
員
の
方
々
の
盛
り
立

て
で
、
今
回
も
楽
し
く
事

故
も
な
く
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
回
も
あ

っ
た
ら
い
い
な
ぁ
。

　
　
【
佐
藤
加
奈
子
　
記
】
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
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★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

ぺ
っ
た
ん
・
ぺ
っ
た
ん

う
ま
く
割
れ
る
か
な

豊
橋
支
部
／
し
た
ら
の
里
ア
ユ
つ
か
み
体
験

五
平
餅
作
り
・
ス
イ
カ
割
り
 大
満
足
８月９日



　
愛
知
労
働
局
の
登
録
教

習
機
関
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
全
愛
知
建
設
技
術
講
習

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
次
の
と

お
り
作
業
主
任
者
技
能
講

習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
組
合
員

外
で
も
受
講
で
き
ま
す
）

【
実
施
科
目
】

①
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任

　
者
技
能
講
習

　
（
登
録
番
号
第
1
2
9
6
号
）

■
日
程
　
十
月
十
五
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
十
六
日
（
金
）

■
〆
切
　
十
月
七
日
（
水
）

②
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作

　
業
主
任
者
技
能
講
習

　
（
登
録
番
号
第
1
2
9
8
号
）

■
日
程
　
十
一
月
十
九
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
　
 二
十
日
（
金
）

■
〆
切
　
十
一
月
十
一
日
（
水
）

※
全
科
目
共
通

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
資
格
　

①
十
八
歳
以
上
で
、
受
講
す
る
講

　
習
の
当
該
作
業
に
三
年
以
上

　
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
。

②
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
・

　
高
等
専
門
学
校
・
高
等
学
校

　
に
お
い
て
土
木
又
は
建
築
に

　
関
す
る
学
科
を
専
攻
し
卒
業

　
し
た
者
で
、
そ
の
後
二
年
以

　
上
受
講
す
る
講
習
の
当
該
作

　
業
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
。

■
受
講
料

　
各
講
習
一
万
円

　
（
テ
キ
ス
ト
・
昼
食
代
含
）

　
教
育
宣
伝
部
は
、
今
年
も
「
組

合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
新
標
語

を
募
集
し
ま
す
。

　
優
秀
賞
（
一
名
）
に
は
二
万

円
分
・
佳
作
（
三
名
）
に
は
五

千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
、
応
募

者
全
員
に
は
五
百
円
分
の
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

　
優
秀
賞
・
佳
作
は
キ
ャ
ロ
ッ

ト
で
発
表
。
優
秀
賞
の
標
語
は

来
年
度
の
組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
掲
載
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
、
多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
組
合
員
さ
ん
と
そ
の
家
族

■
応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
胃
に
て
、

①
標
語

②
〒
・
住
所
・
℡

③
氏
名

④
組
合
員
さ
ん
と
の
続
柄

　
（
本
人
・
妻
・
子
な
ど
）
　

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

　
を
必
ず
記
入
し
組
合
の
教
宣

　
部
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意

※
一
人
一
作
品
。

※
過
去
に
表
彰
さ
れ
た
作
品
　

　
や
類
似
作
品
は
、
不
可
。

■
〆
切
　
十
月
三
十
日
（
金
）
 

■
例
　
今
年
の
優
秀
賞
作
品

・
つ
な
い
で
る
 暮
ら
し
と
き
ず
な

　
　
　
　
　
　
　
　
全
建
愛
知

■
問
合
　
教
宣
部
の
久
田
・
伊

　
藤
綾
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 恩 温桶桶桶

　
※
但
し
、
一
部
講
習
免
除

　
　
者
に
つ
い
て
は
八
千
円
。

■
備
考
　

①
こ
の
講
習
は
、
二
日
間
受

　
講
し
、
規
定
の
成
績
を
得

　
た
者
に
技
能
講
習
修
了
証

　
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

②
申
込
者
が
少
数
の
場
合
、

　
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

　
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
下
記
に
ご

　
記
入
い
た
だ
き
胃
に
て
お

　
送
り
い
た
だ
く
か
、
組
合

　
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務
局
ま
で
お

　
電
話
く
だ
さ
い
。

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

　
労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
小
型
移
動
式
ク

レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
受
講
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

■
講
習
日
程

　
◎
学
科

　
　
十
一
月
七
日
（
土
）

　
　
十
一
月
八
日
（
日
）

　
※
両
日
と
も
八
時
五
十
分
～
十
七
時

　
◎
実
技

　
　
十
一
月
十
六
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
二
十
日
（
金
）

　
※
い
ず
れ
か
一
日
。
受
講
者

　
に
追
っ
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
会
場

　
（
社
）
日
本
ク
レ
ー
ン
協
会

　
東
海
支
部
半
田
教
習
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
住
吉
町
三
―
百
五
十
五

■
受
講
資
格
　
十
八
才
以
上

■
会
費
　
二
万
九
千
五
百
／
テ
キ
ス
ト
代
含

■
〆
切
　
十
月
五
日
（
月
）

　
労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
玉
掛
け
技
能
講

習
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
日
程

　
◎
学
科

　
　
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
二
十
九
日
（
日
）

　
◎
実
技

　
　
十
二
月
五
日
（
土
）

　
　
ま
た
は
六
日
（
日
）

　
※
受
講
者
に
追
っ
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

　
※
全
日
と
も
九
時
～
十
七
時
十
分

■
学
科
会
場

　
愛
知
県
職
業
訓
練
会
館
二
Ｆ

　
名
古
屋
市
西
区
浅
間
町
二
―
三
―
十
四

■
実
技
会
場
　

　
愛
知
県
立
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校

　
名
古
屋
市
北
区
安
井
二
―
四
―
四
十
八

■
受
講
資
格
　

　
①
十
八
才
以
上

　
②
玉
掛
け
の
補
助
作
業
の
業

　
　
務
等
に
六
ヶ
月
以
上
就
い

　
　
た
経
験
者

　
③
つ
り
上
げ
荷
重
一
ト
ン
未

　
　
満
の
ク
レ
ー
ン
の
玉
掛
け

　
　
業
務
に
六
ヶ
月
以
上
就
い

　
　
た
経
験
者

　
④
実
務
経
験
、
事
業
所
証
明
が
あ
る
方

■
会
費
　
一
万
九
千
五
百
円

　
　
　
　
※
テ
キ
ス
ト
代
含

■
〆
切
　
十
月
二
十
三
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
　
両
講
習
会
共
技

　
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　
①
入
門
編
・
②
仕
訳
編

　
　
十
月
十
七
日
（
土
）

　
③
実
務
編
・
④
決
算
書
編

　
　
十
月
二
十
四
日
（
土
）

■
時
間
　

　
①
・
③
／
午
前
十
時
～

　
②
・
④
／
午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

※
各
講
習
会
に
は
、
筆
記
用
具
・

　
電
卓
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
参
加
は
組
合
ま
で

　
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
二
回
消
費
税
申
告
講
習

第
二
回
消
費
税
申
告
講
習
会会

　
「
簡
易
課
税
」
・
「
本
則
課
税
」

に
分
か
れ
て
、
例
題
を
も
と
に

実
際
の
税
額
の
計
算
や
申
告
書

等
の
作
成
を
行
う
消
費
税
申
告

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
消
費
税
申
告
さ
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
十
一
月
五
日
（
木
）

■
時
間

　
簡
易
課
税
／
午
前
十
時
～

　
本
則
課
税
／
午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
定
員
　
各
三
十
名
（
事
前
に
組

　
合
ま
で
電
話
予
約
願
い
ま
す
）

■
持
物
　
筆
記
用
具
・
電
卓

青
色
申
告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円

青
色
申
告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円
））

　
　
　
　
　
　
　
を
受
け
ら
れ
る

を
受
け
ら
れ
る
方方

　
青
色
申
告
で
六
十
五
万
円
控

除
を
受
け
る
場
合
、
日
々
の
記

帳
を
「
複
式
簿
記
」
で
行
い
、

「
貸
借
対
照
表
」
を
作
成
し
、

添
付
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
例
年
二
月
初
め
か
ら
末
に
か

け
て
行
う
税
金
申
告
学
習
会
に

お
い
て
、
六
十
五
万
円
の
特
別

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
組
合

員
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

一
部
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い

方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
組
合
で
は
、
青
色
申

告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円
）

を
受
け
ら
れ
る
方
の
た
め
に
、

日
々
の
記
帳
の
仕
方
や
決
算
処

理
の
講
習
会
を
四
回
に
分
け
て

開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
自
分
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
六
十
五
万
円
控
除
を

　
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、

　
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

税
金
講
習
会
開
催

節
税
の
た
め
、
賢
い
納
税
者
に
な
ろ
う

受 講 者
募 集 中
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玉
掛
け
技
能
講
習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　
建
設
関
係
の
資
格
は
、
国
家

資
格
・
民
間
資
格
を
あ
わ
せ
る
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小
型
移
動
式
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レ
ー
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運
転
技
能
講
習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
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係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係
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資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

建
設
関
係
の
資
格
に
つ
ててててててててててててててててててててて

と
百
を
上
回
る
ほ
ど
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
建
築
士
、
技

能
士
、
施
工
管
理
技
士
は
、
ニ

ー
ズ
が
高
い
資
格
で
す
。

　
資
格
取
得
は
、
技
能
者
に
と

っ
て
は
技
術
・
技
能
の
向
上
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
と
い
う
面
で
非

常
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
前

述
の
資
格
は
取
得
希
望
者
も
多

い
も
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な

心
理
を
逆
手
に
、「
ゼ
ミ
屋
」「
講

習
屋
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
集
団

に
よ
る
勧
誘
活
動
が
全
国
で
多

数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
試
験
実
施
団

体
と
酷
似
し
た
名
称
を
名
乗

り
、
厚
生
労
働
省
や
国
土
交
通

省
の
名
称
を
羅
列
し
、
い
か
に

も
公
的
な
機
関
で
あ
る
こ
と
を

装
う
こ
と
、
そ
し
て
、
必
要
の

な
い
資
格
を
取
得
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
書
面
を
送
付

し
た
り
、
高
額
な
講
習
会
へ
の

参
加
を
勧
誘
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
上
記
の
よ
う
な
も
の
が
送
付

さ
れ
た
場
合
は
、
指
定
試
験
機

関
や
所
属
組
合
へ
問
い
合
わ
せ

る
な
ど
、
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
、
受
講
く
だ
さ
い

各
種
作
業
主
任

各
種
作
業
主
任
者者

講
習
会
開
催
の
予

講
習
会
開
催
の
予
定定

ＮＰＯ事務局
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フ
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標
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あ
な
た
の
標
語
が
パ
ン
フ
へ
掲
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教育宣伝部

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加



◎日時　10月18日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※但し、お電話でのご予約が必要です

       

フリーダイヤル／0120-154-931

　
小
牧
支
部
の
支
部
員
数
は
、

二
百
三
十
名
程
で
十
班
に
分
か

れ
、
班
長
八
名
に
て
支
部
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
男
性
六
名
・
女
性
二
名
に
て
、

支
部
会
を
毎
月
第
三
水
曜
日
の

夜
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
職
人
気
質
な
男
た
ち
は
、
寡

黙
で
お
と
な
し
く
、
し
か
し
頑

固
な
面
が
あ
る
が
、
何
事
も
ス

ム
ー
ズ
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
四
月
ま
で
は
、
女
性

小
牧
支
部
役
員
の
方
々

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

本部の方にも来ていただける支部青年部の方が少なくなりました。
　みなさん、ぜひ青年部の行事に参加していただき、「こんなに楽
しいことをしているんだ」と知ってほしいです。
　そのために、これからも気楽に参加できる行事や飲み会などをし
ていきたいと思います。
　初めは、気楽に顔見せからといきましょう。
【老松昭博青年部副部長　記】

青年部副部長

 老松 　 昭博 
おいまつ あきひろ

　みなさん、こんにちは。本部で青年部副部長をや
らさせていただいています、老松昭博と申します。
　青年部をやりだして、もう６年目となり青年部の
いろいろな行事では、顔を知っていただいている方
もおみえかと思います。
　今年の青年部は、以前よりも人数が少なくなり、

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です

大好きなパパと一緒

西
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
押
切
公
園

中
村
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
四
日
（
土
）

■
会
場
　
中
村
公
園

津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
十
四
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

天
白
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
天
白
公
園

津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
一
日
（
日
）

■
会
場
　
津
島
市
彩
雲
館

海
部
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
三
日
（
火
）

■
会
場
　
美
和
町
役
場

津
島
支
部
／
木
工
教
室

■
日
程
　
十
一
月
五
日
（
木
）

■
会
場
　
蛭
間
小
学
校

岡
崎
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
七
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　
八
日
（
日
）
 

■
会
場
　
岡
崎
公
園

中
川
熱
田
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
熱
田
区
役
所

豊
田
支
部
／
福
井
の
旅

■
日
程
　
十
月
四
日
（
日
）

■
行
先
　
三
方
五
湖

豊
橋
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
月
四
日
（
日
）

■
会
場
　
豊
橋
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ウ
ル

守
山
支
部
青
年
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
八
日
（
日
）

■
行
先
　
静
岡
県
つ
ま
恋

中
支
部
／
め
ち
ゃ
ん
こ
i
n
静
岡

■
日
程
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
焼
津
等

北
支
部
／
温
泉
と
リ
ン
ゴ
狩
り

■
日
程
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
木
曽
路

尾
北
支
部
／
U
S
J
ツ
ア
ー

■
日
程
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

海
部
支
部
／
秋
の
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

※
詳
細
は
、
案
内
ハ
ガ
キ
に
て
。

千
種
・
東
支
部
合
同
レ
ク
／

　
　
　
　
秋
の
一
泊
親
睦
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
～
三
十
日
（
月
）

■
行
先
　
和
倉
温
泉

■
会
費
　
一
万
五
千
円

■
受
付
　
十
月
三
日
よ
り

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
⑲

こ
ん
に
ち
は
！
小
牧
支

こ
ん
に
ち
は
！
小
牧
支
部部
でで
すす

緑
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
七
日
（
土
）

■
会
場
　
大
高
緑
地
公
園

小
牧
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
七
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
十
八
日
（
日
）
 

■
会
場
　
小
牧
山
公
園

北
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
高
速
道
路
公
社
イ
ベ
ン
ト
広
場

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

一
名
で
少
し
お
と
な
し
い
感
じ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
四
月
以
降
、

も
う
一
名
の
女
性
が
入
る
と
、

支
部
会
に
活
気
が
出
た
感
じ
が

あ
り
ま
す
。

　
女
性
が
入
会
す
る
と
、
前
向

き
な
パ
ワ
ー
が
我
々
に
色
々
な

影
響
を
与
え
、
波
紋
の
よ
う
に

活
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
広
が
っ

て
い
く
感
じ
が
し
ま
す
。

　
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
そ
の
支

部
に
活
気
を
与
え
、
支
部
の
拡

大
に
つ
な
が
る
の
で
は
、
と
近

頃
感
じ
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て

　
今
年
は
、
小
牧
祭
り
に
二
日

間
参
加
し
、
支
部
活
動
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
の
拡
大
運
動
・

支
部
レ
ク
等
の
行
事
に
於
い

て
、
主
婦
の
パ
ワ
ー
を
借
り
、

組
合
参
加
者
の
増
加
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
【
木
賀
恵
一
支
部
長
　
記
】

　今月の組合費等の自動引落

日 は27日（火）で す。26日

（月）までに、預金残高をご確

認ください。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

名
東
支
部
／
伊
良
湖
メ
ロ
ン
狩
り

■
日
程
　
十
月
四
日
（
日
）

■
行
先
　
伊
良
湖

西
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
月
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
乗
鞍
高
原

一
宮
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
時
　
十
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
ア
ソ
ビ
ッ
ク
ス
尾
西

碧
海
支
部
／
S
L
の
旅

■
日
程
　
十
月
十
八
日
（
日
）

■
行
先
　
大
井
川

木
曽
川
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
月
二
十
四
日
（
土
）

■
会
場
　
尾
西
ボ
ウ
ル

瑞
穂
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
月
二
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

守
山
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
月
二
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

北
支
部
主
婦
の
会
／
秋
の
味
覚
か
に
会
席

■
日
程
　
十
月
三
十
一
日
（
土
）

■
会
場
　
札
幌
か
に
本
家
栄
中
央
店

豊
橋
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
一
日
（
日
）

■
行
先
　
昼
神
温
泉

中
村
支
部
／
栗
ス
イ
ー
ツ
食
べ
歩
き

■
日
程
　
十
一
月
一
日
（
日
）

■
行
先
　
信
州
小
布
施

南
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
一
日
（
日
）

■
行
先
　
下
呂
温
泉
・
郡
上
八
幡

Ｑ
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

　
染
す
る
と
重
症
に
な
る
の
？

Ａ
感
染
し
た
ほ
と
ん
ど
の
方
は

　
比
較
的
軽
症
の
ま
ま
数
日
で

　
回
復
し
て
い
ま
す
。
例
外
有

Ｑ
感
染
し
た
か
な
？

Ａ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、

　
発
熱
（
三
十
八
度
以
上
）・
咳
・

　
鼻
水
・
喉
の
痛
み
等
。
他
の

　
方
に
感
染
し
な
い
よ
う
、
必

　
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ

　
う
。

Ｑ
個
人
で
で
き
る
感
染
予
防
策
は
？

Ａ
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
手
洗

　
い
・
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

手
洗
い
・
う
が
い
を
…

日
頃
か
ら
の
心
掛
け
が
大
切

インフルエンザ

平成21年10月1日～7日

全国労働衛生週間

「トップが決意

心の健康・明るい職場

みんながつくる

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

守
れ
ま
す

自
分
の
注
意
で

自
分
の
命

労
働
対
策
部

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

国民年金基国民年金基金金
ゆとりある老後の生活のために

共済福祉部 ご 案 内

　国民年金基金は、ゆとりある老後の生活に備え
て、国民年金に上乗せする制度です。
　国民年金基金の掛金は、国民年金と同じく全額
社会保険料控除の対象となるなど優遇措置があ
り、自営業の方には大変有利な制度となります。
　加入できる方は、20歳以上60歳未満の組合員
さんとそのご家族で、地域型や他の職能型の国民
年金基金に加入していない方です。

【国民年金基金の3つのメリット】
①税制上の優遇が受けられます。支払った掛金の
　全額が「社会保険料控除」となります。受取る
　年金には「公的年金等の控除」が適用されます。

②掛け捨てにならない公的年金。

③所得の変動に柔軟に対応できます。２口目以降
　の加入口数はご希望により増減できます。（増口
　は年度内に１回、減口は随時受付）

　加入は、随時受付していますので、節税対策や
将来の生活設計をお考えの方は、ぜひご検討くだ
さい。また、新規ご加入者を紹介してくださった
方に対して、「加入勧奨助成金１万円」支給制度
を設けています。
　ご紹介いただける方がお近くにいらっしゃいま
したら、共済福祉部の三好までご連絡ください。

　
　
　
　
（
定
員
満
了
次
第
〆
切
）

■
申
込
・
問
合
　
丹
羽

　
℡
０
９
０
―
３
５
６
５
―
３
５
５
３

※
右
記
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

　
各
自
治
体
の
保
健
所
ま
で
。

            ／ 050-3785-1684
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の
第
一
線
に
立
ち
励
ん
で
い
き

ま
す
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
酒
井
さ
ん
は
、「
身
に
余
る
思

い
で
す
。
こ
の
表
彰
を
い
た
だ

け
た
の
も
、
皆
さ
ん
の
お
陰
で

す
。
電
気
工
と
し
て
三
十
五
年
、

毎
日
一
生
懸
命
励
ん
で
き
た
成

果
が
、
こ
の
よ
う
に
報
わ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
ら
か
ら
も
、

ひ
た
向
き
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
」
と
、
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
井
さ
ん
は
、「
と
て
も
光
栄

に
思
い
ま
す
。
こ
の
道
四
十
五

年
電
気
工
と
し
て
、
地
道
に
仕

事
を
し
て
き
た
証
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
生
涯
現
役

の
職
人
で
い
ら
れ
る
よ
う
仕
事

に
励
ん
で
い
き
ま
す
」
と
、
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

十
五
年
以
上
従
事
し
、
他
の
技

能
者
の
模
範
で
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
方
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
一
宮
支
部
の
宮
田
二

三
秋
さ
ん
（
大
工
／
六
十
二

歳
）
・
酒
井
秀
樹
さ
ん
（
電
気

工
／
五
十
八
歳
）
、
木
曽
川
支
部

の
今
井
啓
雄
さ
ん
（
電
気
工
／

七
十
一
歳
）
の
三
名
が
表
彰
さ

れ
、
次
の
よ
う
に
喜
び
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
宮
田
さ
ん
は
、
「
ま
さ
か
、

こ
の
よ
う
な
表
彰
を
い
た
だ
け

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
三
代
目
の
大
工
職
人
と

し
て
、
こ
の
道
四
十
六
年
、
仕

事
一
筋
に
や
っ
て
き
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
現
場

◎
バ
ン
ザ
イ
！

　
『
民
主
党
 政
権
交
代
バ
ン
ザ

イ
！
だ
が
、
良
く
も
悪
く
な
る

の
も
、こ
れ
か
ら
の
頑
張
り
次

第
で
す
ね
』

　
　
【
西
区
／
小
畠
康
義
さ
ん
】

※
こ
れ
か
ら
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

◎
工
期
に
間
に
合
っ
た
！

　
『
小
学
校
の
運
動
場
の
整
備

も
今
日
（
八
月
二
十
九
日
）
完
了

し
て
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
梅
雨
明
け
が
八
月
に
入
り

仕
事
が
で
き
ず
、
夏
休
み
の
間

に
と
い
う
、
工
期
が
遅
れ
る
と

思
い
ま
し
た
が
、
盆
休
み
を
返

上
し
て
何
と
か
間
に
合
い
ま
し
た
』

　
【
一
宮
市
／
水
谷
義
男
さ
ん
】

※
長
雨
の
影
響
は
た
い
へ
ん
で
し
た
ね
。

◎
手
洗
い
・
う
が
い
を
！

　
『
今
、
盛
ん
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。ワ
ク
チ

ン
も
足
り
な
い
と
の
こ
と
。
私

は
、
自
分
で
健
康
を
保
ち
た
い

と
思
い
、
家
の
中
に
い
て
も
手

洗
い
と
う
が
い
を
一
日
に
何
回

も
し
て
い
ま
す
。
主
人
に
も
や

っ
て
も
ら
い
た
く
て
、
口
う
る

さ
く
言
っ
て
い
ま
す
。
嫌
な
妻

で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
良
い

妻
か
し
ら
ね
』

【
長
久
手
町
／
宮
﨑
ゆ
き
代
さ
ん
】

※
予
防
が
大
切
で
す
ね
。

◎
秋
の
夜
長
を
！

　
『
お
盆
も
終
り
、
朝
晩
涼
し
く

な
り
ま
し
た
ね
。
日
暮
れ
も
早

く
人
影
も
長
く
一
日
の
終
り
を

せ
か
さ
れ
ま
す
。
夜
は
、
虫
の
声

が
、
初
秋
を
さ
そ
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
は
、
秋
の
夜
長
を
楽
し
み
ま
す
』

　
【
中
川
区
／
伊
藤
政
子
さ
ん
】

※
秋
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
ね
。

◎
食
欲
の
秋
　
到
来
！

　
『
今
年
は
、
稲
刈
り
が
早
く
、

周
り
は
イ
チ
ヂ
ク
畑
が
多
く
、

食
欲
の
秋
、
柿
・
栗
・
さ
つ
ま
芋

も
食
べ
過
ぎ
に
気
を
付
け
な
く

て
は
、
と
思
い
つ
つ
食
べ
ち
ゃ
う
よ
な
』

　
【
碧
南
市
／
岩
月
俊
憲
さ
ん
】

※
こ
の
時
期
、体
重
計
に
乗
る
の
が
怖
い
。

◎
こ
だ
わ
り
た
い
ん
で
す
よ
！

　
『
息
子
が
新
し
く
仕
事
用
に
軽
自

動
車
を
購
入
し
ま
し
た
。
息
子
は
好

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

曳
千
の
十
倍

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

十
月
九
日
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
胃

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ャ

■
当
選
者

　
吉
田
朝
恵
さ
ん
他
十
九
名

■
十
一
月
号
の
原
稿
締
切

　
十
月
七
日
（
水
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
な
ん
と
も
思
わ
な
い
こ
と

⑤
か
ぐ
や
…
…
、
白
雪
…
…

⑦
「
着
陸
」
の
反
対

⑧
ラ
イ
ラ
ッ
ク
と
も
呼
び
ま
す

⑩
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
祭

⑫
黒
澤
明
監
督
の
名
作
の
一
つ
で
す

⑭
い
た
め
た
り
、
こ
が
し
た
り

⑯
周
章
…
…

⑰
日
本
人
の
主
食

⑱
さ
す
ら
う
こ
と

⑳
手
ぬ
ぐ
い
の
教
え
方
の
ひ
と

　
つ
。
一
…
、
二
…

嬰
人
に
頼
ん
で
代
わ
り
に
や
っ

　
て
も
ら
う
こ
と

映
期
待
し
て
待
つ
こ
と

栄
…
…
暗
鬼

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

永
イ
タ
チ
科
の
動
物
。
そ
の
毛
皮
は
最
高
級

①
風
船
や
気
球
の
中
身

②
物
を
は
り
つ
け
た
り
し
ま
す

③
「
保
守
」
の
反
対

④
フ
ラ
ン
ス
の
首
都

⑥
表
彰
に
は
三
色
あ
り

⑨
競
争
相
手

⑪
ア
マ
チ
ュ
ア
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑬
絵
の
具
の
三
原
色
の
一
つ

⑮
熱
い
も
の
が
ニ
ガ
手
で
す

⑲
深
い
知
識
。
…
…
を
傾
け
る

⑳
水
面
か
ら
底
ま
で
の
深
さ

影
ヌ
カ
に
刺
す
も
の

映
た
め
し
に
や
っ
て
み
る
こ
と

　
九
月
一
日
（
火
）
一
宮
市
民

会
館
で
、
一
宮
市
技
能
功
労
者

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
産
業
・
体

育
・
社
会
福
祉
な
ど
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
の
方
々
が

表
彰
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　
一
宮
市

在
住
で
、

技
能
者
と

し
て
同
一

職
種
に
二

 宮田   二三秋 
みやた ふみあき

 今井 　  啓雄 
いまい ひろお

【
編
集
後
記
】
組
織
拡
大

強
化
月
間
に
伴
い
、
一
面

に
は
拡
大
等
の
記
事
を
大

き
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
お
知
り
合

い
の
仕
事
仲
間
を
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

【
に
ん
じ
ん
】
我
が
家
で

は
、
兄
弟
ケ
ン
カ
が
勃
発

し
て
き
ま
し
た
。
自
我
が

で
て
き
た
弟
・
優
希
と
ヤ

ン
チ
ャ
ナ
な
兄
・
俊
介
の

賑
や
か
な
ケ
ン
カ
。
こ
れ

か
ら
、
も
っ
と
派
手
な
ケ

ン
カ
が
始
ま
る
か
と
…
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○さ 

き
な
数
字
で
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
取
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
ナ
ン
バ
ー
の
車
が

三
台
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
、
こ

だ
わ
っ
て
男
は
わ
か
り
ま
せ
ん
』

【
豊
川
市
／
松
井
秀
子
さ
ん
】

※
う
～
ん
、分
か
る
気
が
し
ま
す
。
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 酒井 　  秀樹 
さかい ひでき


